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【手続補正書】
【提出日】平成21年2月20日(2009.2.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＳＥＴ（ＳＵＰＬ　ｅｎａｂｌｅｄ　ｔｅｒｍｉｎａｌ）の位置情報取得方法であって
、
　目的端末によって該目的端末のホームロケーションサーバから該目的端末に関連付けら
れた訪問ロケーションサーバのアドレス情報を含むＳＵＰＬ初期化メッセージを受信する
ステップと、
　該ホームロケーションサーバとの接続なしに、該受信されたアドレス情報に基づいて該
訪問ロケーションサーバと直接接続を確立するステップと、
　該目的端末の位置情報を取得するために該確立された接続を介して該訪問ロケーション
サーバとのセッションを実行するステップと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記ホームロケーションサーバは、前記目的端末のホームネットワークのＨ－ＳＬＰ（
ｈｏｍｅ　ＳＵＰＬ　ｌｏｃａｔｉｏｎ　ｐｌａｔｆｏｒｍ）であり、前記訪問ロケーシ
ョンサーバは、該目的端末の訪問ネットワークのＶ－ＳＬＰ（ｖｉｓｉｔｅｄ　ＳＵＰＬ
　ｌｏｃａｔｉｏｎ　ｐｌａｔｆｏｒｍ）である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記実行するステップは、
　前記目的端末と前記Ｖ－ＳＬＰとの間の通信を用いて、該目的端末または該Ｖ－ＳＬＰ
によって該目的端末の位置情報を測定するステップを含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＳＵＰＬ初期化メッセージは、前記セッションのＩＤおよび位置追跡方法パラメー
タ情報をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記確立するステップの後および前記実行するステップの前に、前記実行するステップ
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のために前記Ｖ－ＳＬＰをセットアップするために、前記目的端末から該Ｖ－ＳＬＰに前
記セッションのＩＤおよび前記目的端末の性能情報を含む位置測定初期化（ｐｏｓｉｔｉ
ｏｎｉｎｇ　ｃａｌｃｕｌａｔｉｏｎ　ｉｎｉｔｉａｔｅ）メッセージを伝送するステッ
プをさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記実行するステップの後、前記目的端末と前記Ｖ－ＳＬＰとの間の接続を解除するス
テップをさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項７】
　前記Ｖ－ＳＬＰは、Ｖ－ＳＬＣ（ｖｉｓｉｔｅｄ　ＳＵＰＬ　ｌｏｃａｔｉｏｎ　ｃｅ
ｎｔｅｒ）およびＶ－ＳＰＣ（ｖｉｓｉｔｅｄ　ＳＵＰＬ　ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　ｃ
ｅｎｔｅｒ）を含み、前記方法は、
　前記受信するステップの前に、前記Ｈ－ＳＬＰから前記Ｖ－ＳＬＣにセッションＩＤお
よび前記目的端末のＩＤを含むＲＬＰ　ＳＳＲＬＩＲ（ｒｏａｍｉｎｇ　ｌｏｃａｔｉｏ
ｎ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｓｔａｎｄａｒｄ　ＳＵＰＬ　ｒｏａｍｉｎｇ　ｌｏｃａｔｉｏ
ｎ　ｉｍｍｅｄｉａｔｅ　ｒｅｑｕｅｓｔ）メッセージを伝送するステップをさらに含む
、請求項２に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＲＬＰ　ＳＳＲＬＩＲメッセージを伝送するステップの後に、前記Ｖ－ＳＬＣと前
記Ｖ－ＳＰＣとの間で該Ｖ－ＳＰＣのアドレスおよびポート番号を含む少なくとも１つの
メッセージを通信するステップをさらに含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記通信するステップの後、前記Ｖ－ＳＬＣから前記Ｈ－ＳＬＰにセッションＩＤ、前
記Ｖ－ＳＰＣのアドレス、およびポート番号を含むＲＬＰ応答メッセージを伝送し、前記
ＲＬＰ　ＳＳＲＬＩＲメッセージに応答するステップをさらに含む、請求項８に記載の方
法。
【請求項１０】
　ＳＥＴ（ＳＵＰＬ　ｅｎａｂｌｅｄ　ｔｅｒｍｉｎａｌ）であって、
　情報を送受信する送受信器と、
　該送受信器と協働する少なくとも１つのプロセッサであって、該端末のホームロケーシ
ョンサーバから該端末に関連付けられた訪問ロケーションサーバのアドレス情報を含むＳ
ＵＰＬ初期化メッセージを受信し、該ホームロケーションサーバとの接続なしに、該受信
されたアドレス情報に基づいて該訪問ロケーションサーバとの直接接続を確立し、該端末
の位置情報を取得するための該確立された接続を介して該訪問ロケーションサーバとのセ
ッションを実行する少なくとも１つのプロセッサと
　を含む、ＳＥＴ。
【請求項１１】
　前記ホームロケーションサーバは、前記端末のホームネットワークのＨ－ＳＬＰ（ｈｏ
ｍｅ　ＳＵＰＬ　ｌｏｃａｔｉｏｎ　ｐｌａｔｆｏｒｍ）であり、該訪問ロケーションサ
ーバは、該端末の訪問ネットワークのＶ－ＳＬＰ（ｖｉｓｉｔｅｄ　ＳＵＰＬ　ｌｏｃａ
ｔｉｏｎ　ｐｌａｔｆｏｒｍ）である、請求項１０に記載のＳＥＴ。
【請求項１２】
　前記セッション中に、前記端末と前記Ｖ－ＳＬＰとの間の通信を用いて、該端末または
該Ｖ－ＳＬＰが該端末の位置情報を測定する、請求項１１に記載のＳＥＴ。
【請求項１３】
　前記ＳＵＰＬ初期化メッセージは、前記セッションのＩＤおよび位置追跡方法パラメー
タ情報をさらに含む、請求項１２に記載のＳＥＴ。
【請求項１４】
　前記端末は、前記セッションのための前記Ｖ－ＳＬＰをセットアップするために、前記
セッションのＩＤおよび前記端末の性能情報を含む位置測定初期化（ｐｏｓｉｔｉｏｎｉ
ｎｇ　ｃａｌｃｕｌａｔｉｏｎ　ｉｎｉｔｉａｔｅ）メッセージを該Ｖ－ＳＬＰに伝送す
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る、請求項１１に記載のＳＥＴ。
【請求項１５】
　前記セッション中に前記端末の前記位置情報が取得された後、該端末が前記Ｖ－ＳＬＰ
との接続を解除する、請求項１１に記載のＳＥＴ。
【請求項１６】
　前記訪問ロケーションサーバの前記アドレス情報は、該訪問ロケーションサーバのＩＰ
アドレスおよびポート番号を含む、請求項１０に記載のＳＥＴ。
【請求項１７】
　目的端末の位置情報取得方法であって、
　該目的端末のロケーション要求を受信するステップと、
　訪問ネットワークのアドレス情報を取得するステップと、
　ロケーションセッションのために該目的端末に初期化メッセージを送信するステップで
あって、該初期化メッセージは、該訪問ネットワークの該アドレス情報を含み、該アドレ
ス情報は、該目的端末と該訪問ネットワークとの間の直接接続を確立するために用いられ
る、ステップと、
　該訪問ネットワークから該目的端末の位置の結果を受信するステップと
　を含む、方法。
【請求項１８】
　前記ロケーション要求は、Ｒ－ＳＬＰ（Ｒｅｑｕｅｓｔｉｎｇ　ＳＵＰＬ　ｌｏｃａｔ
ｉｏｎ　ｐｌａｔｆｏｒｍ）から受信される、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記受信された位置の結果を前記Ｒ－ＳＬＰに報告するステップをさらに含む、請求項
１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記初期化メッセージは、セッションＩＤおよび位置追跡方法のうちの少なくとも１つ
を示す、請求項１７に記載の方法。
【請求項２１】
　目的端末の位置情報取得方法を実行するホームネットワークであって、該ホームネット
ワークは、
　Ｈ－ＳＬＰ（ｈｏｍｅ　ＳＵＰＬ　ｌｏｃａｔｉｏｎ　ｐｌａｔｆｏｒｍ）エンティテ
ィ
　を含み、該Ｈ－ＳＬＰエンティティは、
　該目的端末のロケーション要求を受信するステップと、
　該訪問ネットワークのアドレス情報を取得するステップと、
　ロケーションセッションのために該目的端末に初期化メッセージを送信するステップで
あって、該初期化メッセージは、該訪問ネットワークの該アドレス情報を含み、該アドレ
ス情報は、該目的端末と該訪問ネットワークとの間の直接接続を確立するために用いられ
る、ステップと、
　該訪問ネットワークから該目的端末の位置の結果を受信するステップと
　を実行するために、目的端末および訪問ネットワークと協働する、ホームネットワーク
。
【請求項２２】
　前記訪問ロケーションサーバとのＳＵＰＬ位置追跡セッションを開始するために、ＳＵ
ＰＬ　ＰＯＳ　ＩＮＴメッセージを該訪問ロケーションサーバに送信するステップをさら
に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記ＳＵＰＬ位置追跡セッションが終了したことを示すＳＵＰＬ　ＥＮＤメッセージを
前記訪問ロケーションサーバから受信するステップをさらに含む、請求項２２に記載の方
法。
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